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加
能
地
域
史
研
究
会
・
群
馬
歴
史
民
俗
研
究
会
編 

『
地
域
・
交
流
・
暮
ら
し 

―

加
賀
・
能
登
、
そ
し
て
上
州―

』 
 

林 
 
 

亮 

太 
  

 

本
書
は
、
加
能
地
域
史
研
究
会
創
立
四
〇
周
年
事
業
と
し
て
行
わ

れ
た
、
同
会
と
群
馬
歴
史
民
俗
研
究
会
と
の
合
同
研
究
会
の
成
果
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
「
石
川
ラ

ウ
ン
ド
」
が
、
翌
年
三
月
に
「
群
馬
ラ
ウ
ン
ド
」
が
開
催
さ
れ
た
。
構

成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  
 

は
し
が
き 
（
板
橋
春
夫
） 

 
 

開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム 

〈
基
調
講
演
〉 

 
 

加
賀
藩
の
参
勤
交
代
と
上
州
路 

（
東
四
柳
史
明
） 

 
 

加
賀
・
能
登
か
ら
上
州
へ―

近
世
に
お
け
る
交
流
の
一
齣―

 
 

（
佐
藤
孝
之
） 

 
 

〈
研
究
報
告
〉 

 
 

上
州
七
日
市
藩
主
前
田
利
孝
の
再
検
討 

（
鎌
田
康
平
） 

 
 

能
登
願
成
寺
所
蔵
大
般
若
経
六
百
巻
と
江
戸
・
高
崎 

 
 

（
寺
口
学
） 

 
 

加
賀
前
田
家
の
中
山
道
通
行
と
上
州
安
中
宿
の
対
応 

 
 

（
秋
山
寛
行
） 
 
 

葬
式
と
赤
飯 

―

石
川
県
と
群
馬
県
の
事
例
か
ら―

 

（
板
橋
春
夫
） 

 
 

医
療
民
俗
学
の
創
設 

―

根
岸
謙
之
助
と
長
岡
博
男
の
業
績
か
ら―

 

（
鈴
木
英
恵
） 

 
 

〈
総
括
と
展
望
〉 

 
 

加
能
地
域
史
研
究
会
の
来
し
方
と
行
く
末 

（
石
田
文
一
） 

 
 

あ
と
が
き 

（
木
越
祐
馨
） 

 

以
下
、
基
調
講
演
・
研
究
報
告
・
総
括
と
展
望
の
内
容
を
簡
単
に
紹

介
し
て
い
く
。 

東
四
柳
史
明
「
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
と
上
州
路
」
は
、
加
賀
藩
の
参

勤
交
代
時
に
お
け
る
、
同
藩
と
上
州
路
と
の
か
か
わ
り
の
事
例
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
例
と
し
て
、
上
州
に
お
い
て
藩
主
が
小
休
み

と
宿
泊
を
し
た
場
所
、
一
一
代
藩
主
治
脩
の
日
記
か
ら
参
勤
時
に
お

け
る
上
州
で
の
様
子
を
示
し
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高

崎
に
あ
る
長
松
寺
が
、
金
沢
に
あ
る
前
田
家
の
菩
提
寺
天
徳
院
へ
宛

て
た
書
状
の
下
書
き
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
天
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に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化

一
二
年
（
一
八
一
五
）
～
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
頃
に
か
け
て
施
入

が
行
わ
れ
、
最
も
施
入
者
が
多
い
の
は
江
戸
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
い
で

高
崎
で
の
施
入
者
が
多
い
こ
と
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は

武
士
の
ほ
か
、
町
人
な
ど
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

崎
に
施
入
者
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
江
戸
に
住
む
高
崎
出
身
者

か
ら
高
崎
在
住
の
親
戚
の
紹
介
を
う
け
た
こ
と
、
高
崎
は
江
戸
か
ら

の
帰
り
道
に
あ
た
り
、
日
程
的
に
都
合
が
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ

げ
て
い
る
。 

秋
山
寛
行
「
加
賀
前
田
家
の
中
山
道
通
行
と
上
州
安
中
宿
の
対
応
」

は
、
前
田
家
の
参
勤
交
代
時
に
お
け
る
安
中
宿
・
坂
本
宿
で
の
休
泊
の

事
例
を
用
い
て
宿
場
側
か
ら
み
た
大
名
通
行
の
実
態
と
、
同
家
の
通

行
が
安
中
宿
や
周
辺
町
村
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
安
中
宿
の
事
例
で
は
、
献
上
品
・
下
賜
金
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
坂
本
宿
の
事
例
で
は
藩
側
と
宿
場
側
で
三
か
月
程
前
か
ら
や
り

取
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
宿
場
で
の
経
費
の
相
場
に
つ
い
て
宿
場
側
か

ら
提
示
が
あ
り
、
詳
細
な
明
細
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
前
田
家
の
通
行
が
宿
場
や
そ
の
周
辺
町
村
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
は
、
同
家
の
安
中
宿
夜
間
通
行
時
に
お
け
る
人
馬
継

ぎ
立
て
の
失
敗
を
ふ
ま
え
、
安
中
宿
で
は
助
郷
村
へ
の
詳
細
な
人
馬

触
当
の
決
ま
り
が
作
成
さ
れ
、
円
滑
な
人
馬
継
ぎ
立
て
の
た
め
「
城
下

三
町
」（
上
野
尻
町
・
谷
津
町
・
下
野
尻
町
）
と
の
協
力
を
藩
に
願
い

出
る
計
画
を
す
る
な
ど
、
宿
場
維
持
政
策
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。 

板
橋
春
夫
「
葬
式
と
赤
飯―

石
川
県
と
群
馬
県
の
事
例
か
ら―
」
は
、

石
川
県
・
群
馬
県
な
ど
の
事
例
を
用
い
な
が
ら
、
葬
式
に
お
け
る
赤
飯

利
用
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
祝
い
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
赤
飯
を
現
在
も
葬
式
で
用
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
そ
の

場
合
で
も
赤
飯
の
赤
色
を
薄
く
す
る
、
黒
豆
や
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
使
う

傾
向
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
は
、
近
代
以
降
の
彩
色
感
覚
（
赤
色

＝
吉
事
、
黒
色
・
非
赤
色≠

吉
事
）
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
葬
式
に
お
け
る
赤
飯
と
慶
事
に
お
け
る
赤
飯
の
区

別
が
近
代
化
の
中
で
急
速
に
進
ん
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
群
馬
県
・
石

川
県
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
の
香
典
帳
の
記
述
か
ら
葬
式
当

日
、
能
登
の
香
典
帳
の
記
述
か
ら
中
陰
見
舞
い
時
（
死
後
四
九
日
を
指

す
場
合
が
多
い
が
、
石
川
県
で
は
初
七
日
の
こ
と
を
指
す
場
合
も
あ

る
）
に
赤
飯
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
こ
の
赤
飯
を
持

参
す
る
の
は
、
最
も
忌
み
が
か
る
と
さ
れ
る
近
親
者
で
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
し
て
い
る
。 

 

鈴
木
英
恵
「
医
療
民
俗
学
の
創
設―

根
岸
謙
之
助
と
長
岡
博
男
の

業
績
か
ら―

」
で
は
、
医
療
民
俗
学
の
創
設
に
関
わ
っ
た
根
岸
謙
之
助

（
金
沢
市
の
眼
科
医
）
と
長
岡
博
男
（
群
馬
県
で
民
俗
調
査
研
究
を
行

保
期
以
来
、
長
松
寺
が
加
賀
藩
主
の
休
息
場
所
に
な
っ
て
い
る
縁
を

理
由
に
、
寺
を
修
復
す
る
た
め
に
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
領
民
、
及
び

前
田
家
中
に
三
か
年
間
、
勧
進
し
て
ま
わ
る
こ
と
の
許
可
を
前
田
家

に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
天
徳
院
に
そ
の
仲
介
を
願
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
（
実
際
に
行
わ
れ
た
か
は
史
料
が
な
い
た
め
不
明
）。
こ
の
ほ

か
に
も
、
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
加
賀
藩
と
上
州
と
の
関
係
を
示
し

て
い
る
。 

佐
藤
孝
之
「
加
賀
・
能
登
か
ら
上
州
へ―

近
世
に
お
け
る
交
流
の
一

齣―

」
は
、
加
賀
・
能
登
、
さ
ら
に
越
中
を
加
え
た
加
能
越
地
域
か
ら

上
州
を
含
む
関
東
に
や
っ
て
来
た
「
鏡
磨
ぎ
」
と
、
能
登
か
ら
上
州
に

や
っ
て
来
た
「
漆
搔
き
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
銅

製
だ
っ
た
鏡
は
、
時
間
経
過
と
と
も
に
曇
り
が
生
じ
た
。
そ
れ
を
除
く

に
は
、
鏡
面
を
磨
く
必
要
が
あ
っ
た
。
鏡
磨
ぎ
職
人
は
、
能
登
や
越
中

氷
見
か
ら
上
州
や
江
戸
に
出
稼
ぎ
に
来
て
お
り
、
彼
ら
は
生
活
必
需

品
な
ど
を
中
心
と
し
た
小
間
物
の
行
商
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
下
仁
田
道
に
あ
る
西
牧
関
所
を
通
り
、
上
州
へ
入
っ
た

者
を
記
録
し
た
史
料
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
分
の
中
か
ら
鏡
磨
ぎ

職
人
を
抜
き
出
す
と
、
氷
見
の
職
人
が
一
番
多
く
、
次
い
で
金
沢
の
職

人
と
い
う
結
果
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
通
行
時
期
は
、

一
一
月
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
冬
稼
ぎ
に
あ
た
る
と
述
べ
た
。
一
方
、

漆
搔
き
と
は
、
漆
木
か
ら
ヘ
ラ
を
使
っ
て
樹
液
を
採
取
す
る
こ
と
、
ま

た
は
そ
れ
に
従
事
し
た
職
人
の
こ
と
を
い
っ
た
。
能
登
を
は
じ
め
北

陸
地
方
、
上
州
南
西
部
の
山
間
地
域
で
は
漆
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

漆
搔
き
に
つ
い
て
は
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
二
つ
の
事
例
を
紹

介
し
、
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
漆
搔
き
の
所
持
品
一
覧
を
示
し
、
彼
ら

は
そ
れ
な
り
に
財
産
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
漆
搔
き
は
三
月
に
上
州

に
来
て
、
一
一
月
に
能
登
に
帰
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
た
。 

鎌
田
康
平
「
上
州
七
日
市
藩
主
前
田
利
孝
の
再
検
討
」
は
、
七
日
市

藩
主
の
初
代
前
田
利
孝
、
及
び
七
日
市
藩
と
加
賀
藩
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
利
孝
が
、
二
代
将
軍
秀
忠
に
小
姓
と
し
て

仕
え
、
幕
府
寄
り
で
旗
本
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ

れ
が
秀
忠
政
権
に
よ
る
諸
大
名
統
制
が
行
わ
れ
る
な
か
、
上
州
内
で

は
大
坂
の
陣
の
戦
功
に
よ
る
唯
一
の
新
知
拝
領
大
名
に
な
り
得
た
こ

と
に
影
響
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
加
賀
藩
か
ら
派
遣

さ
れ
た
家
臣
が
七
日
市
藩
で
家
老
に
な
っ
た
こ
と
や
、
利
孝
の
子
孫

が
加
賀
藩
士
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
両
家
の
関
係
を
示
し

た
。 

 

寺
口
学
「
能
登
願
成
寺
所
蔵
大
般
若
経
六
百
巻
と
江
戸
・
高
崎
」
は
、

願
成
寺
（
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
内
浦
地
区
に
所
在
）
所
蔵
の
大
般
若

波
羅
密
多
経
の
表
紙
裏
、
背
表
紙
裏
、
収
納
用
簞
笥
に
書
か
れ
て
い
る
、

経
典
購
入
資
金
を
施
入
し
た
者
を
分
析
対
象
に
、
こ
の
経
典
が
同
寺
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に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化

一
二
年
（
一
八
一
五
）
～
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
頃
に
か
け
て
施
入

が
行
わ
れ
、
最
も
施
入
者
が
多
い
の
は
江
戸
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
い
で

高
崎
で
の
施
入
者
が
多
い
こ
と
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は

武
士
の
ほ
か
、
町
人
な
ど
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

崎
に
施
入
者
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
江
戸
に
住
む
高
崎
出
身
者

か
ら
高
崎
在
住
の
親
戚
の
紹
介
を
う
け
た
こ
と
、
高
崎
は
江
戸
か
ら

の
帰
り
道
に
あ
た
り
、
日
程
的
に
都
合
が
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ

げ
て
い
る
。 

秋
山
寛
行
「
加
賀
前
田
家
の
中
山
道
通
行
と
上
州
安
中
宿
の
対
応
」

は
、
前
田
家
の
参
勤
交
代
時
に
お
け
る
安
中
宿
・
坂
本
宿
で
の
休
泊
の

事
例
を
用
い
て
宿
場
側
か
ら
み
た
大
名
通
行
の
実
態
と
、
同
家
の
通

行
が
安
中
宿
や
周
辺
町
村
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
安
中
宿
の
事
例
で
は
、
献
上
品
・
下
賜
金
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
坂
本
宿
の
事
例
で
は
藩
側
と
宿
場
側
で
三
か
月
程
前
か
ら
や
り

取
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
宿
場
で
の
経
費
の
相
場
に
つ
い
て
宿
場
側
か

ら
提
示
が
あ
り
、
詳
細
な
明
細
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
前
田
家
の
通
行
が
宿
場
や
そ
の
周
辺
町
村
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
は
、
同
家
の
安
中
宿
夜
間
通
行
時
に
お
け
る
人
馬
継

ぎ
立
て
の
失
敗
を
ふ
ま
え
、
安
中
宿
で
は
助
郷
村
へ
の
詳
細
な
人
馬

触
当
の
決
ま
り
が
作
成
さ
れ
、
円
滑
な
人
馬
継
ぎ
立
て
の
た
め
「
城
下

三
町
」（
上
野
尻
町
・
谷
津
町
・
下
野
尻
町
）
と
の
協
力
を
藩
に
願
い

出
る
計
画
を
す
る
な
ど
、
宿
場
維
持
政
策
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。 

板
橋
春
夫
「
葬
式
と
赤
飯―

石
川
県
と
群
馬
県
の
事
例
か
ら―

」
は
、

石
川
県
・
群
馬
県
な
ど
の
事
例
を
用
い
な
が
ら
、
葬
式
に
お
け
る
赤
飯

利
用
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
祝
い
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
赤
飯
を
現
在
も
葬
式
で
用
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
そ
の

場
合
で
も
赤
飯
の
赤
色
を
薄
く
す
る
、
黒
豆
や
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
使
う

傾
向
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
は
、
近
代
以
降
の
彩
色
感
覚
（
赤
色

＝
吉
事
、
黒
色
・
非
赤
色≠

吉
事
）
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
葬
式
に
お
け
る
赤
飯
と
慶
事
に
お
け
る
赤
飯
の
区

別
が
近
代
化
の
中
で
急
速
に
進
ん
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
群
馬
県
・
石

川
県
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
の
香
典
帳
の
記
述
か
ら
葬
式
当

日
、
能
登
の
香
典
帳
の
記
述
か
ら
中
陰
見
舞
い
時
（
死
後
四
九
日
を
指

す
場
合
が
多
い
が
、
石
川
県
で
は
初
七
日
の
こ
と
を
指
す
場
合
も
あ

る
）
に
赤
飯
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
こ
の
赤
飯
を
持

参
す
る
の
は
、
最
も
忌
み
が
か
る
と
さ
れ
る
近
親
者
で
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
し
て
い
る
。 

 
鈴
木
英
恵
「
医
療
民
俗
学
の
創
設―

根
岸
謙
之
助
と
長
岡
博
男
の

業
績
か
ら―

」
で
は
、
医
療
民
俗
学
の
創
設
に
関
わ
っ
た
根
岸
謙
之
助

（
金
沢
市
の
眼
科
医
）
と
長
岡
博
男
（
群
馬
県
で
民
俗
調
査
研
究
を
行

保
期
以
来
、
長
松
寺
が
加
賀
藩
主
の
休
息
場
所
に
な
っ
て
い
る
縁
を

理
由
に
、
寺
を
修
復
す
る
た
め
に
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
領
民
、
及
び

前
田
家
中
に
三
か
年
間
、
勧
進
し
て
ま
わ
る
こ
と
の
許
可
を
前
田
家

に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
天
徳
院
に
そ
の
仲
介
を
願
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
（
実
際
に
行
わ
れ
た
か
は
史
料
が
な
い
た
め
不
明
）。
こ
の
ほ

か
に
も
、
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
加
賀
藩
と
上
州
と
の
関
係
を
示
し

て
い
る
。 

佐
藤
孝
之
「
加
賀
・
能
登
か
ら
上
州
へ―

近
世
に
お
け
る
交
流
の
一

齣―

」
は
、
加
賀
・
能
登
、
さ
ら
に
越
中
を
加
え
た
加
能
越
地
域
か
ら

上
州
を
含
む
関
東
に
や
っ
て
来
た
「
鏡
磨
ぎ
」
と
、
能
登
か
ら
上
州
に

や
っ
て
来
た
「
漆
搔
き
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
銅

製
だ
っ
た
鏡
は
、
時
間
経
過
と
と
も
に
曇
り
が
生
じ
た
。
そ
れ
を
除
く

に
は
、
鏡
面
を
磨
く
必
要
が
あ
っ
た
。
鏡
磨
ぎ
職
人
は
、
能
登
や
越
中

氷
見
か
ら
上
州
や
江
戸
に
出
稼
ぎ
に
来
て
お
り
、
彼
ら
は
生
活
必
需

品
な
ど
を
中
心
と
し
た
小
間
物
の
行
商
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
下
仁
田
道
に
あ
る
西
牧
関
所
を
通
り
、
上
州
へ
入
っ
た

者
を
記
録
し
た
史
料
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
分
の
中
か
ら
鏡
磨
ぎ

職
人
を
抜
き
出
す
と
、
氷
見
の
職
人
が
一
番
多
く
、
次
い
で
金
沢
の
職

人
と
い
う
結
果
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
通
行
時
期
は
、

一
一
月
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
冬
稼
ぎ
に
あ
た
る
と
述
べ
た
。
一
方
、

漆
搔
き
と
は
、
漆
木
か
ら
ヘ
ラ
を
使
っ
て
樹
液
を
採
取
す
る
こ
と
、
ま

た
は
そ
れ
に
従
事
し
た
職
人
の
こ
と
を
い
っ
た
。
能
登
を
は
じ
め
北

陸
地
方
、
上
州
南
西
部
の
山
間
地
域
で
は
漆
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

漆
搔
き
に
つ
い
て
は
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
二
つ
の
事
例
を
紹

介
し
、
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
漆
搔
き
の
所
持
品
一
覧
を
示
し
、
彼
ら

は
そ
れ
な
り
に
財
産
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
漆
搔
き
は
三
月
に
上
州

に
来
て
、
一
一
月
に
能
登
に
帰
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
た
。 

鎌
田
康
平
「
上
州
七
日
市
藩
主
前
田
利
孝
の
再
検
討
」
は
、
七
日
市

藩
主
の
初
代
前
田
利
孝
、
及
び
七
日
市
藩
と
加
賀
藩
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
利
孝
が
、
二
代
将
軍
秀
忠
に
小
姓
と
し
て

仕
え
、
幕
府
寄
り
で
旗
本
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ

れ
が
秀
忠
政
権
に
よ
る
諸
大
名
統
制
が
行
わ
れ
る
な
か
、
上
州
内
で

は
大
坂
の
陣
の
戦
功
に
よ
る
唯
一
の
新
知
拝
領
大
名
に
な
り
得
た
こ

と
に
影
響
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
加
賀
藩
か
ら
派
遣

さ
れ
た
家
臣
が
七
日
市
藩
で
家
老
に
な
っ
た
こ
と
や
、
利
孝
の
子
孫

が
加
賀
藩
士
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
両
家
の
関
係
を
示
し

た
。 

 

寺
口
学
「
能
登
願
成
寺
所
蔵
大
般
若
経
六
百
巻
と
江
戸
・
高
崎
」
は
、

願
成
寺
（
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
内
浦
地
区
に
所
在
）
所
蔵
の
大
般
若

波
羅
密
多
経
の
表
紙
裏
、
背
表
紙
裏
、
収
納
用
簞
笥
に
書
か
れ
て
い
る
、

経
典
購
入
資
金
を
施
入
し
た
者
を
分
析
対
象
に
、
こ
の
経
典
が
同
寺
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っ
た
者
）
の
業
績
に
注
目
し
、
両
者
の
研
究
方
法
の
特
徴
、
医
療
民
俗

学
が
創
設
す
る
ま
で
の
過
程
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。
根
岸
と
長
岡
の

研
究
業
績
は
、
民
俗
学
に
医
療
分
野
の
研
究
方
法
を
確
立
さ
せ
た
と

し
、
病
い
の
治
癒
に
呪
術
的
な
方
法
の
調
査
研
究
を
採
用
し
た
こ
と

が
両
者
に
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
長
岡
は

人
々
の
生
活
文
化
か
ら
医
療
民
俗
学
の
研
究
方
法
を
説
き
、
医
療
民

俗
学
を
追
究
す
る
基
礎
を
築
い
た
の
に
対
し
、
根
岸
は
民
間
医
療
の

呪
術
的
発
想
に
も
と
づ
く
伝
承
を
民
俗
医
療
と
呼
び
、
そ
こ
に
科
学

的
医
療
技
術
・
呪
術
的
医
療
技
術
を
発
見
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
根
岸
に
つ
い
て
は
、
人
々
の
心
意
現
象
に
よ
る
医
療
的
行
為
を
技

術
伝
承
と
捉
え
た
こ
と
で
、
俗
信
か
ら
民
間
医
療
へ
と
変
化
し
た
医

療
民
俗
学
の
特
徴
を
示
し
た
と
ま
と
め
て
い
る
。 

 

石
田
文
一
「
加
能
地
域
史
研
究
会
の
来
し
方
と
行
く
末
」
で
は
、
創

立
四
〇
周
年
を
迎
え
た
加
能
地
域
史
研
究
会
の
あ
ゆ
み
と
、
本
書
の

も
と
と
な
っ
た
共
同
研
究
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
ま

と
め
て
い
る
。 

 

以
上
、
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
述
べ
た
。
加
賀
・
能
登
（
石
川
県
）

と
上
州
（
群
馬
県
）
と
い
う
遠
く
は
な
れ
た
地
域
で
は
あ
る
が
、
見
方

に
よ
っ
て
は
共
通
性
、
交
流
の
諸
相
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
本
書
は
教

え
て
く
れ
る
。
今
後
の
両
研
究
会
の
発
展
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
本

書
の
一
読
を
お
勧
め
し
、
拙
い
紹
介
を
終
え
た
い
。 

（
二
〇
一
八
年
一
一
月
刊
、
岩
田
書
院
、
一
六
八
頁
、
一
六
〇
〇
円
＋
税
） 
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